
                                          

                 
                                             
                                             
 

名   称 
 

 

  一之江三丁目南地区地区計画 
 

  位   置 ※ 
 

 

  江戸川区一之江三丁目、一之江四丁目、一之江七丁目、一之江八丁目及び西瑞江四丁目各地内 
 

  面   積 ※ 
 

 

  約 ６．８ｈａ 

 

 
 
 
 
 
地区計画の目標 

 

 

  当地区は都営地下鉄新宿線一之江駅前に位置しており、補助287号線に面した近隣商業地域とその後背の低層住宅地により市街地が形成
されている。また、江戸川区都市マスタープランにおいては、地域拠点に位置付けられている地区である。 
  そのため、地域拠点にふさわしい駅前市街地の形成と安心して快適に住み続けられるまちを目指すため、次のことを目標とする。 
１．災害に強く、安心して住み続けられるまちをつくる 
     消防・救急活動が円滑に行える道路整備を推進するなど、災害に強いまちを目指すとともに、犯罪を未然に防ぐ良好な地域コミュ

ニティを形成するなど、安全・安心なまちづくりを目指す。 
２．利便性の高いまちをつくる 
     建物の更新や開発に併せて、地区内移動や、駅利用が便利な地域交通網と一体となった区画道路網をつくる。 
３．うるおいと賑わいのある街並みをつくる 
    身近に緑を感じられるうるおいある街並みの形成を推進するとともに、駅前街区の適切な土地利用の誘導を図り、まちの顔となる

地域拠点として相応しい個性的で賑わいを感じられる街並みづくりを行う。 
４．快適な住環境をつくる 
    住宅地に相応しい建築物の誘導等を行い、便利な区画道路網の形成と合わせて、落ち着いて快適に暮らせる住環境をつくる。  
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土地利用の方針 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   地区の特性に応じた良好な市街地を形成するため、次の５街区に区分しそれぞれ土地利用の方針を定める。 
１．住居街区Ａ 
    戸建て住宅を中心とした低層住宅と中層の集合住宅が調和した市街地の形成を図る。 
２．住居街区Ｂ 
    駅至近の住宅地として、住宅を中心にその他の店舗、事務所等が共存する住居系複合市街地の形成を図る。 
３．近隣商業街区Ａ 
    後背住宅地の居住環境や良好な市街地環境の整備、改善に配慮した土地利用を誘導しながら、地域拠点に相応しい駅前のまちの顔
となる賑わいと魅力ある近隣商業地の形成を図る。 

４．近隣商業街区Ｂ 
    幹線道路沿道の合理的な土地利用を図りつつ、駅前に相応しい賑わいと魅力ある近隣商業地の形成を図る。 
５．環七沿道街区 
    隣接居住環境及び仲井堀親水緑道のうるおい空間に配慮した健全な土地利用を誘導し、住居街区との調和を図った複合市街地の形

成を図る。 

 
地区施設の整備 
の方針 
 
 
 

 

 １．地区の安全性・利便性などを考慮し、防災性の向上や適正な交通網を形成するため、既存の道路等を活かしながら区画道路に位置づ
け、個別の建築活動や開発行為等にあわせ道路整備を進め、消防活動困難区域の解消を図る。 
２．南北方向の利便な歩行者交通網の形成を考慮し、現在歩行者ルートとして利用されている既存通路を区画道路等として位置づけその
機能を確保する。 

３．既存の一之江三丁目児童遊園を公園に位置づけ、地区内の貴重なうるおい空間の担保を図るとともに、防災空間としての機能を確保
するために地区内公園の拡充に努める。 

≪計画決定 H20.10.21 江戸川区告示第379号≫ 

≪計画変更 H22. 2. 4 江戸川区告示第 27号≫ 

≪計画変更 H28. 8. 1 江戸川区告示第482号≫ 

「一之江三丁目南地区地区計画」計画書 
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